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【目的】羅布麻 （Apooyη ’槻 1丿enetum 　L．） は中華 人民共和国薬 典に高 ll11圧，腎炎，神経

衰弱の 治療薬 と して 収載 され，そ の 葉 は近 年 中国，日本 で は
“
燕龍茶

”
の 原料 と し て 使わ

れ て い る 。 しか し， そ の 成分は 未明で あ り ， 生理活性に っ い て の 研究 も不充分で あ る 。 我 々

は天然薬物 の 肝臓保護 作用 に関する研究 の 過程で ，羅布麻葉 の 水 ユ キ ス に D−Galactosamine

／Lipopolysaccharide （1〕−Ga1N ／LPS ） 誘発 マ ウ ス 肝障害 に 対す る 抑制作 用 を認 め た tt そ

こ で ， in　 vitro 　D−GalN ／Tumor 　necrosis 　factor（TNF ）一α 誘発 初 代培養肝 細胞死 モ デ

ル を用 い ，羅布麻葉 の肝臓保護作用を検討 し， 活性成分 の 単離 ， 1司定 を彳
’
r っ た 。

【方法と結果】　 1）羅布麻葉の 水 エ キ ス をそれぞれ50mg／kgと500mg／kgの 用量で， マ ウ

ス に 1週間 1 日 1回経口 で 連続投与 した
。 12時間絶食後，D−Ga1N （700mg ／kg ）／LPS （20

μ g／kg）を マ ウ ス の 腹腔 内 に 注射 し た。そ の 後，1時間目と 8 時間目に 採血 し，そ れ ぞれ

血中 TNF 一α と GPT レ ペ ル を測定 した 。 羅布麻葉水 エ キ ス 500mg／kg を投与 し た群で は ，

血中 GPT の 上昇が有意 に抑制 され たが，　 TNF 一
α の 産生 は抑制 され な か っ た 。 2） D−GalN

（0．5mM ）感作 した マ ウ ス 初代培養肝細胞に ，　 TNF 一α （100　ng ／ml ） を添加 し，18時間

培養後 ， MTT 法 に よ り細胞 の生存率を測 定 した 。 100μ g／m1 の 羅布麻葉水 エ キ ス は TN

F一α 誘 発細 胞 死 を 完全 に 抑制 し た 。 3）D −GalN ／TNF 一α 誘発初 代 培養 肝 細胞 死 モ デ ル を

用 い ，活性を 見な が ら成分の 単離 を行 い 、 15種類 の 化合 物，即 ち，（一）−epicatechin （1），

（一）−epigallocatechin 　〔2｝，　isoquercetin　（3），　hyperine　〔4），　（＋）−catechin 　｛5），　（＋ ）−

gallocateehin（6），
　 kaemferol−61−0−acetate 〔7），　 isoquercetin−6

’−0 −acetate （8），　 catechin −

［8，
7−e］−4 α 一（3，4−dihydroxyphenyl）−dihydrQ−2（3H ）−pyranone 　 lgL　 apocynin 　 B ｛10），

apocynin 　A 〔ID，
　 cinchonain 　la〔12｝，　 apocynin 　C　 U3｝，　 apocynin 　D 【14｝，　 quercetin 〔15）を

単離 した 。 10，11， 13， 14は，新化合物で あ っ た 。15種類 の 化合物 は，20 −80μ M の 濃

度で ，TNF 一α 誘発肝細胞死を用暈依存的に抑制 した 。 そ の 中で ，　 flavonol配糖体の 3，

4， 7 とphenylpropanoid −substituted 　flavan−3−ol の 12 （ICi。 ＝31．2， 14．2，31．2，41．2μ

M ） の 活性 は，ポ ジ テ ィ ブ コ ン ト ロ ール の silibinin （ICs・／，＝49．3μ M ）よ り も強か っ た 。

【結論】羅布麻葉 の 水 エ キ ス に D−GalN ／LPS 誘発 マ ウ ス 肝障害 に 対す る 肝臓保護作用を

証明 し，単離 した 15種 類 の 化合物が ， い ず れ も in　 vitro 　 D−GalN ／TNF 一α 誘発 初代 培養

肝細胞死 に抑制作用を示 した 。 こ れ らの 化合物 は，羅布麻葉 の 肝臓保護活性成分 と考え ら

れ る 。
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